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1　は　し　が　き

現在の水稲の収量水準を大幅に上げるためには．東北地

方における既往の品種より一段と多収形質を備えた外国稲

の利用が考えられている。本報告は，寒冷地において栽培

可能と思われる外国稲についてその東北地方における適応

性を検討するとともに，超多収水稲品種の育成．栽培に関

する参考資料を得るため，1980～1982年に収延性を中心に

生育特性を調査した結果である。

2　材料及び方法

供試した品種数は．1980年が日本橋′3■列・国稲31，1981年

が日本栢6外国稲19，1982年が日本橋10外国稲16で段終的

に2年又は3年継続して調査したのは表1に示す16品種で

ある。5月21日（1982年は20El）に中苗を用い，22．2株／

材，1株3本を移檜した。施肥j封ま8当たり堆肥100毎．基

肥として窒素，燐酸．カリ各仇7毎（成分），追肥は幼棟

形成期ころ窒素を0．2匂施用した。

収通の調査に際しては，脱粒しやすい品種についてはで
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きる限り丁寧に刈り取り即時に脱穀し籾を乾燥した。

また，Si止　souroeの関係をみるため1982年には穂揃期

に各品種中庸株を3株2反復で抜きとり，乾物重，LAI，

枚数を調査した。

3　結集及び考察

（1）本田の生育

1980年は，7月から8月にかけて比較的低温で経過し，

耐冷性の劣ろ品種では障害不稔及び白樺の発生が目立った。

1981年は，移植後異常な低温のため生育が抑制され，Arb－

orioJ－1などに枯死株が生じた。また8月以降は全般に

低温，少照となり各品種とも豊熟が大きく阻害された。

1982年は，6月下旬及び7月下旬の低温により出穂が遅れ

たが，登熟期間中は高温で経過し．ほとんどの品種で出穂

後40日間の積算気温が800℃を越えた。

（2）出穂期及び出穂後40日間の積算気温

各品種の出穂期，玄米重，その他形質について，3か年

（Arborio，同J－1，同JllOは2か年）の平均値を表1

に示した。半壊性インディカ品種の韓国稲及び中国稲では

蓑1　各品種の出穂期．収量などの特性（3年若しくは2年の平均値）

恥　　 品 種 名 原 産 地
出 穂 期

出 穂 後

40 日 間 の

積 算 気 温

梓　　 長
材 当 た り

穂　 数

〝′当 た り

籾　 数
豊 熟 歩 合 干 粒 重 玄 米 重

　 ＊

同 左 指 数

（月 ・日 ） ．X
（℃ ） （（罰 ） （本 ） （× 10 3） （％ ） （グ ） （才 ／タが ）

1． 密 陽 2 1 号 韓　　 国 8， 1 4 8 5 0 5 7 ．2 3 4 2 4 1．8 56 ，4 19 ．9 55 7 8 2 ．8

2． 早 生 統 一 〝 8． 1 4 8 4 8 5 1 ．6 4 0 2 3 9 ．9 54 ．5 23 ．5 5 4 2 8 0 ．3

3 ． 密 陽 2 3 号 〝 8 ． 2 1 7 9 9 6 3 ．7 3 3 3 3 6 ．3 54 ．3 2 2．8 5 16 7 6 ．4

4 ． 嶺 南 早 生
〝 8． 2 2 79 3 5 0 ．8 3 8 9 3 9 ．4 4 7．7 2 2．6 5 24 7 7 ．6

5． 水 原 2 6 2 号 〝 8 ． 2 6 7 5 8 5 4 ．2 ・3 3 9 4 4 ．0 5 3 ．1 18 ．7 4 72 70 ．2

6 ， 南 京 1 1 号 中　　 国 8． 2 0 80 4 6 3 ．2 3 0 5 4 1 ．1 5 5 ．7 2 2．7 5 54 8 2．1

7． 壊 卸 商 特 〝 8． 1 9 8 10 6 3 ．8 3 2 5 4 2 ．9 5 8 ．7 2 1．4 5 5 1 8 1．6

8 ． 珍　 珠　 燥 ／′ さ．1 9 8 0 8 6 3 ．6 3 18 4 3 ．6 6 1 ．2 2 0 ．7 5 8 8 8 7 ．1

9 ． 南 引 1 号 ／′ 8 ．　 4 9 0 6 7 8 ．0 3 8 1 3 3 ．2 7 7 ．4 2 2．5 6 0 1 8 9 ．0

10 ． A rb o rio イ タ リ　ア 8． 1 2 8 6 0 10 2 ．9 20 1 16 ．9 7 0 ．8 36 ．4 4 3 2 6 6 ．1

1 1． A rb o rio J － 1 ／′ 8 ． 1 3 85 9 10 7 ．6 2 10 16 ．5 6 7 ．8 3 6 ．6 4 3 4 6 6 ．4

1 2． A rb o rio J － 10 〝 8 ． 1 2 86 0 10 8 ．4 20 0 1 7．5 6 7 ．3 3 6 ．5 4 3 5 6 6 ．5

1 3 ． N u o le o ry z ae ハ ンガ リー 7 ． 2 1 96 3 7 7 ．7 33 8 28 ．4 6 8 ．2 2 5 ．6 4 4 8 6 6 ．4

14 ．　 ア キ ヒ カ リ 日　　　 本 8． 6 89 7 7 3 ．1 3 7 1 3 5 ．2 8 1 ．2 2 2 ．2 6 7 5 10 0 ．0

1 5，　 キ ヨ ニ シ キ 8 ． 1 1 8 7 1 7 8 ．0 39 9 37 ，7 7 7 ，1 2 2 ．0 6 3 4 9 3 ．9

16 ． ト ヨ ニ シ キ 8． 1 3 86 0 8 2 ．1 4 17 34 ．2 8 1．2 2 2．1 6 5 3 9 6 ．7

注．Arborio，A，borioJ－1，ArborioJ－10については2か年の平均値。
＊：アキヒカリの収量を100とするfg数で示した。
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出穂期がトヨニシキより遅いものが多く，低温年では安全

出穂期間内に入らない。大粒種のArborio系統はトヨニシ

キ並で，東北における中晩生に相当する。

（3）収量及び収量構成要素

収量が3か年平均で対アキヒカリ比90％以上の外国稲は

なかった。1981年は登熟期が低温のため玄米重と豊熟歩合

の相関が高く，低温下での登熟能力の差がはっきり現われ

た（図1）。韓国稲，中国稲は日本稲に比べ登熟歩合が低

く低収であった。これらの豊熟歩合が低い理由としては生

育適温が日本稲に比べ高いことも考えられるが，主因は東

北においては出穂が遅延することによって登熟に十分な積

算気温が確保できないためである（図2）。また，1982年

は登熟朋が高温であったため玄米重と登熟歩合の相関は低

く，玄米重は（総枚数×千粒重）と相関が高かった（図3）。

韓国稲，中国稲の中にはSink sizoが日本稲以上の品種も

あり，また椿揃期のLAIも高く（図4）受光態勢も良いが．
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図1　玄米重と登熟歩合の関係（1981）
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図2　登熟歩合と出穂後40日間の積算気温
の関係（1981．半薙性インディカ品種）
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図3　玄米重と（総枚数×千校重）の関係
（1982）
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図4　棲揃期におけるもAIと（総籾数×千粒
重）の関係（1982）

登熟が不良であった。一方，Arborio等イタリア品種は千

粒重が大きいことが注目されるが，穂数不足によりsink

sizeが不十分であった。

4　総　　　　　括

超多収水稲品種の育成及び栽培に関する資料を得るため

有望な外国稲について寒冷地におけろ適応性を検討した。

その結果，育種的利用の面では韓国稲．中国稲等半壊性

インディカ品種の受光態勢及びSink Size，そしてArborio等

の大粒性は十分利用できる価値があると考えられるが，東

北においては，韓国稲，中国相では出穂が遅れるため．低

温下での登熟能力に問題があり，Arborio等イ　タリア品種

ではSi止Sizeが不十分である。したがって供試した外国稲

ではそのまま超多収品種として利用できないと考えられる。




